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境町水道事業 令和５年度 令和４年度 対前年度増減率

収益的収入 7億225万円 6億7,882万円 3.5％

収益的支出 7億303万円 6億7,324万円 4.4％

資本的収入 400万円 400万円 －

資本的支出 2億1,363万円 1億7,506万円 22.0％

令和５年度　水道事業会計予算額

　開会初日(３月６日)本会議に提案された令和５年度境町一般会計
及び７件の特別会計並びに水道事業会計は、予算特別委員会（田山
文雄委員長）を設置し、同委員会に付託されました。
　委員会は、３月８日に開催され慎重に審議した結果、全会一致で
可決すべきものと決定し、３月 10 日の本会議において委員長報告
のとおり全会一致をもって可決され、新年度予算が成立しました。
今定例会においては、一般質問の一人当たりの持ち時間を通常の最
大 60 分で実施し、議場内における傍聴につきましても、感染予防
策をお願いしたうえで、人数を先着 25 名に制限させていただき実
施いたしました。住民の皆様にはご理解ご協力を賜りまして、改め
て深く感謝申し上げます。

（資本的収支の不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）
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令和５年 第１回定例会
３月６日～３月10日（５日間の会期）

全議案・原案可決

予算特別委員会を進行する
田山　文雄　委員長

区　　分 令和５年度 令和４年度 対前年度増減率

一般会計 145億8,600万円 133億7,500万円 9.1％

特
別
会
計

坂東市外２か町公平委員会 70万円 70万円 －

住宅事業 5億4,840万円 3億7,850万円 44.9％

国民健康保険事業 28億4,600万円 27億4,850万円 3.5％

後期高齢者医療事業 5億7,320万円 5億2,860万円 8.4％

介護保険事業 19億5,450万円 19億4,350万円 0.6％

公共下水道事業 9億130万円 7億8,600万円 14.7％

農業集落排水事業 2億4,260万円 2億3,150万円 4.8％

合　　　計 216億5,270万円 199億9,230万円 8.3％

令和５年度　会計別予算額



会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第 8 号) 240億1,041万円 5億2,161万円 245億3,202万円

一般会計(承認第 9 号) 245億3,202万円 3,000万円 245億6,202万円

一般会計(議案第 12 号) 245億6,202万円 4億3,716万円 249億9,918万円

一般会計(議案第 33 号) 249億9,918万円 16億1,115万円 266億1,033万円

特
別
会
計

住宅事業 5億4,249万円 △170万円 5億4,079万円

国民健康保険事業 27億9,456万円 766万円 28億222万円

後期高齢者医療事業 5億4,313万円 353万円 5億4,666万円

介護保険事業 20億6,600万円 △787万円 20億5,813万円

公共下水道事業 7億9,190万円 1,324万円 8億514万円

農業集落排水事業 2億7,923万円 △90万円 2億7,833万円

補正予算関係 令和４年度境町各種会計補正予算

各議案等審議結果

議案
番号

議案名
議 決 年 月 日
議 決 結 果

承認
第1号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町グランピング施設整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第2号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）S-デポ整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第3号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町ドローンラボ・ドローンフィールド整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第4号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町ブランド研究開発拠点施設整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第5号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町物流拠点施設整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第6号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町アーバンスポーツパーク2nd整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

承認
第7号

専決処分の承認を求めることについて（工事変更請負契約の締結について）
工事名：（仮称）境町アーバンスポーツパーク2nd全天候化整備工事

R 5 . 3 . 6
即日原案承認

※上記承認第1～7号については、物価高騰や労務単価の上昇により工事請負契約額を変更するものです。

議案
第1号

境町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第2号

境町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第3号

境町督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決
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議案
番号

議案名
議 決 年 月 日
議 決 結 果

議案
第4号

境町医療施設の設置及び管理に関する条例の制定について
名称：境町医療施設　位置：境町大字上小橋536番地1

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第5号

境町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案について
R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第6号

境町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例案について

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第7号

境町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例案について

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第8号

境町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例案について

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第9号

境町国民健康保険条例の一部を改正する条例案について
R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第10号

境町地域優良賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案
について

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第11号

境町医療施設の指定管理者の指定について
指定管理者：篠原　宏行氏（小児科専門医院）
　　　　　　㈱ペイフォワード代表取締役　高橋　真吾氏（保険調剤薬局）

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第28号

財産の取得について
マルチタスク車両　２台（トヨタ　ハイエースグランドキャビン）

R 5 . 3 . 6
即日原案可決

議案
第29号

財産の取得について
境町大字上小橋地内　10筆

R 5 . 3 . 6
即日原案可決

議案
第30号

財産の無償貸付けについて
一般社団法人境町保育協会（おおぞら保育園・ひまわり保育園）

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第31号

町道路線の認定について
境町大字西泉田地内　町道7044号線　町道7045号線

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

議案
第32号

町道路線の変更について
境町大字下砂井地内～境町大字栗山地内　町道2465号線

R 5 . 3 . 1 0
原 案 可 決

発議
第1号

境町議会会議規則の一部を改正する規則案について
欠席の届出の追加（配偶者の出産補助等）

R 5 . 3 . 6
即日原案可決

発議
第2号

境町議会予算特別委員会の設置について
R 5 . 3 . 6
即日原案可決

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
青木　輝明　副議長 選 挙

○
境
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求

め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
即
日
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
　
２
台

　
医
療
M
a
a
S

　

行
政
M
a
a
S

人 

事 

案 

件

財 

産 

取 

得

境町大字内門
加藤　久男　氏

マルチタスク車両披露
検診サービスのデモンストレーションの様子
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Q  
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
利
用

状
況
や
取
組
内
容
及
び
学
習
支
援
に
関

す
る
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
当
町
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

当
町
で
は
、
平
成
31
年
度
に
５
つ

の
小
学
校
全
て
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

が
完
了
し
、
令
和
４
年
度
は
定
員
数

４
４
４
名
と
な
っ
た
。
保
護
者
か
ら
児

童
ク
ラ
ブ
の
時
間
を
活
用
し
、
帰
宅
後

の
宿
題
の
負
担
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
新
年
度
か
ら
各
児
童

ク
ラ
ブ
に
学
校
教
育
経
験
者
の
指
導
員

を
配
置
し
、
児
童
の
宿
題
等
の
学
習
活

動
を
直
接
指
導
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
し
て
い
な
い
児
童
へ
の
学
習
支
援

「
さ
か
い
っ
子
未
来
塾(

４
〜
６
年
生

対
象)

」
に
お
い
て
も
全
学
年
を
対
象

と
し
て
学
習
支
援
で
き
る
よ
う
検
討
し

Q  

コ
ロ
ナ
禍
前
に
実
施
し
て
い
た
中

学
生
派
遣
事
業
は
、
両
町
村
の
友
好
交

流
の
象
徴
的
事
業
で
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
が
、
事
業
再
開
を
含
め
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
、
当
町
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

A  

平
成
30
年
４
月
の
「
道
の
駅
さ
か

い
」
と
「
道
の
駅
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
」
と

の
友
好
交
流
協
定
締
結
を
機
に
、
青
少

Q  

米
農
家
の
所
得
向
上
の
た
め
の
政

策
に
つ
い
て
、
新
年
度
に
向
け
て
の
取

組
は
あ
る
か
、
当
町
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

A  

新
た
な
取
組
と
し
て
、
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
て
、
農
産

物
の
集
荷
拠
点
と
し
て
の
施
設
を
整
備

し
、
町
、
株
式
会
社
舞
台
フ
ァ
ー
ム
、

大
手
外
食
産
業
と
連
携
し
、
米
や
野
菜

の
契
約
栽
培
に
よ
る
産
地
化
を
図
る
取

組
を
進
め
て
お
り
、
多
収
品
種
の
水
稲

「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
を
大
規
模
米
農
家

が
中
心
と
な
っ
て
作
付
け
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。
中
小
規
模
米
農
家
に

対
し
て
は
、
令
和
５
年
度
も
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
米
を
町
で
買
い
上

げ
る
取
組
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

（
建
設
農
政
部
長
）

一 般 質 問一 般 質 問

議
席
２
番

染
谷　

直
人　

議
員

小
中
学
生
へ
の
学
習
支
援
等

に
つ
い
て

沖
縄
県
国
頭
村
と
の

友
好
交
流
の
深
化
に
つ
い
て

農
家
の
所
得
向
上
に
つ
い
て

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る

安
全
確
保
の
推
進
に
つ
い
て

て
ま
い
り
た
い
。 

（
教
育
次
長
）

Q  

部
活
動
の
地
域
移
行
も
子
育
て
世
代

の
関
心
事
の
１
つ
で
あ
る
が
、
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
、
当
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
地
域
移
行
の
た
め
の
運
営
団

体
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た

「
地
域
振
興
ス
ポ
ー
ツ
財
団
」
を
母
体

と
し
て
、
当
町
の
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
る
予
定
。
指

導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
各

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
他
、
各
種
目
に
お
い

て
の
専
門
家
を
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
既
存
の
部
活
動
に

は
な
い
、
当
町
の
特
色
を
生
か
し
た
、

B
M
X
や
ホ
ッ
ケ
ー
、
英
語
な
ど
、
生

徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。 

（
教
育
次
長
）

年
育
成
の
一
環
と
し
て
、
民
泊
や
自
然

体
験
活
動
を
通
じ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
た
。
令
和
５
年
度
も
青
年
会

議
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
中
学
生

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
に
繋
が
る
各

種
事
業
を
、
誰
も
が
経
済
的
な
負
担
を

気
に
せ
ず
参
加
で
き
る
よ
う
実
施
し
た

い
。 

（
教
育
次
長
）

次回定例会から一般質問通告内容につきましては、
各戸配布は行わずHPにて掲載させていただきます。境町議会からのお知らせ

１番　議席２番　染谷　直人　議員
　⑴小中学生への学習支援等について
　⑵沖縄県国頭村との友好交流の深化について
　⑶農家の所得向上について
２番　議席10番　 田山　文雄　議員
　⑴住民サービスの向上の取組について
　⑵所有者不明土地の対策について

３番　議席１番　佐怒賀　康輔　議員
　⑴新型コロナウイルス感染対策について
　⑵町民への情報発信について
４番　議席３番　 枝　史子　議員
　⑴町立学校再編整備計画素案について

4人の議員が登壇しました
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Q  

住
民
の
手
続
き
の
際
に
手
書
き
せ

ず
に
申
請
で
き
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

当
町
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

A  

デ
ジ
タ
ル
庁
よ
り
自
治
体
の
窓
口

で
住
民
が
手
書
き
す
る
申
請
書
を
な
く

し
、 

同
じ
窓
口
で
複
数
の
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
、
今
夏
か
ら
デ
ジ
タ
ル
庁

が
整
備
す
る
政
府
ク
ラ
ウ
ド
経
由
で
、

申
請
手
続
き
を
一
括
で
行
え
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
提
供
を
始
め
る
と
の
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
今
後
国
の
動
向
や
先
進

自
治
体
へ
の
調
査
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、 

町
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上

を
目
指
し
、
窓
口
業
務
の
拡
充
等
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
(

町
民
生
活
部
長)

Q  

令
和
５
年
３
月
13
日
以
降
マ
ス
ク

の
着
用
が
自
由
と
な
る
が
、
役
場
で
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
の
公
共
施
設
利
用
や
町
内
行

事
の
開
催
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

A  

役
場
は
高
齢
者
の
方
も
多
く
利
用

さ
れ
る
の
で
、
原
則
着
用
を
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
公
共
施
設
お
よ
び
過
去
に
実
施

さ
れ
て
い
た
公
民
館
講
座
に
つ
い
て
は

順
次
再
開
を
検
討
し
て
い
る
。

　

花
火
大
会
や
町
民
祭
を
は
じ
め
と
し

た
町
内
行
事
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
実
行
委
員

会
と
協
議
を
し
て
い
く
予
定
。

 

（
総
務
部
長
・
生
涯
学
習
課
長
）

Q  

多
く
の
自
治
体
で
公
式
L
I
N
E

を
用
い
た
情
報
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
当
町
の
今
後
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

A  

現
在
は
公
式
H
P
を
は
じ
め
、

S
N
S
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
「
Y
a
h
o
o
!
暮
ら
し
」
に
よ

り
災
害
情
報
等
の
お
知
ら
せ
を
行
っ
て

お
り
、
町
の
情
報
発
信
に
も
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
包
括
し
て

閲
覧
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
導
入

も
検
討
し
て
お
り
、
よ
り
使
い
勝
手
の

い
い
ネ
ッ
ト
環
境
お
よ
び
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。 

（
町
長
）

Q  

全
国
的
に
も
所
有
者
不
明
の
土
地

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
国

で
も
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
町
に
お
け
る
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

A  

当
町
に
お
け
る
令
和
４
年
度
の
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
に
よ
る
所
有
者
不

明
土
地
に
つ
い
て
は
、 

個
人
と
法
人

を
合
わ
せ
る
と
17
件
で
35
筆
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
に
よ
る

相
続
機
会
の
増
加
に
伴
い
、 

所
有
者

不
明
土
地
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
不
明
の
土
地

の
解
消
に
向
け
て
引
き
続
き
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

国
で
制
度
化
さ
れ
た
所
有
者
不
明
の
土

地
を
地
域
住
民
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
福
利
増
進
事
業
に
つ

い
て
も
、
町
と
し
て
は
、
所
有
者
不
明

土
地
対
策
計
画
策
定
等
の
検
討
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、 

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
た
い
。 

(

総
務
部
長)

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

議
席
1
番佐

怒
賀　

康
輔　

議
員

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

取
組
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て

町
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

所
有
者
不
明
土
地
の

対
策
に
つ
い
て

第35回利根川大花火大会
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Q  

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

A  

平
成
29
年
３
月
に
町
議
会
の
学
校

適
正
化
配
置
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
、

児
童
生
徒
減
少
期
に
お
け
る
今
後
の
学

校
の
適
正
配
置
お
よ
び
魅
力
あ
る
学
校

作
り
と
し
て
の
小
中
一
貫
校
検
討
の
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
３
年
７
月
に
有
識
者

に
よ
る
「
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
約
一
年
間
計
６
回
に

わ
た
っ
て
、
今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い

て
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
ま
た
そ

の
間
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
５
月
に

教
育
委
員
会
に
提
言
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
令
和
５
年
１
月
に
は
全
町
民

対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
素
案
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
概
ね
ご
理
解
を
得

議
席
３
番

枝　

史
子　

議
員

町
立
学
校
再
編
整
備
計
画

素
案
に
つ
い
て

ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

（
教
育
長
）

Q  

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

A  

案
と
し
て
、
町
議
会
ま
た
は
教
育

委
員
に
諮
り
、
今
年
度
内
に
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
後
、
義
務

教
育
学
校
の
設
置
に
向
け
て
、（
仮
称
）

統
合
準
備
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
開
校
に
つ
い

て
は
、
令
和
９
年
度
を
目
標
に
進
め
て

い
く
が
、
施
設
整
備
内
容
等
が
明
確
に

な
っ
て
き
た
段
階
で
、
議
会
等
に
も
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
し
て

ま
い
り
た
い
。 

（
教
育
長
）土浦市立新治学園義務教育学校への視察

令和５年第１回臨時会
3月29日（１日間の会期）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第10号) 266億1,033万円 3億6,193万円 269億7,226万円

一般会計(議案第34号) 269億7,226万円 1億100万円 270億7,326万円

議案番号 議案名
議 決 年 月 日
議 決 結 果

議案
第35号

財産の取得について
境町字藤浪地内　８筆

R 5 . 3 . 2 9
即日原案可決

議案
第36号

財産の無償貸付けについて
一般社団法人　日本モバイル建築協会

R 5 . 3 . 2 9
即日原案可決

補正予算関係

各議案等審議結果
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委 員 長　枝　　史子　　委　　員　渡邊　　昇

副委員長　染谷　直人　　委　　員　青木　輝明

編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会

　

境
町
議
会
で
は
、
去
る
２
月
15

日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
議
会
全

体
研
修
と
し
て
、
沖
縄
県
国
頭
村

へ
視
察
研
修
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

株
式
会
社
沖
縄
物
産
企
業
連
合

か
ら
、
沖
縄
県
の
経
済
状
況
と
沖

縄
物
産
品
の
販
路
開
拓
や
企
業
誘

致
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
境
町
の

特
産
品
の
開
拓
や
企
業
誘
致
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

16
日
に
は
、
国
頭
村
役
場
に
お

い
て
国
頭
村
議
会
議
長
と
移
住
定

住
促
進
や
子
育
て
支
援
施
策
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
頭
村
で
は
地
域
の
賑
わ
い
や
出

生
率
増
加
の
た
め
に
、
子
育
て
世

代
や
生
産
年
齢
人
口
を
増
加
さ
せ

る
、
移
住
定
住
に
関
す
る
施
策
を

重
点
的
に
実
施
し
、
国
頭
村
移
住

体
験
住
宅
や
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
移
住
さ
れ

た
方
の
働
き
先
確
保
の
た
め
に
ホ

テ
ル
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
に

　

２
月
21
日
、
水
戸
京
成
ホ

テ
ル
に
お
い
て
町
村
自
治
功

労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

全
国
議
長
会
か
ら
、
倉
持
功

議
長
が
議
長
在
職
７
年
以
上

の
自
治
功
労
者
と
し
て
、
木

村
信
一
議
員
が
茨
城
県
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
、
議
員
在

職
20
年
以
上
の
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
、
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

議 

会 

活 

動

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

茨
城
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

積
極
的
に
取
り
組
み
、
転
出
超
過

か
ら
転
入
超
過
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
国
頭
漁
業
協
同
組
合
へ

の
訪
問
で
は
、
国
頭
村
長
と
漁
協

組
合
員
の
案
内
で
、
急
速
冷
却
技

術
を
活
用
し
た
、
高
品
質
鮮
魚
流

通
シ
ス
テ
ム
を
視
察
い
た
し
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
５
月
に
国
頭
村
の

「
道
の
駅
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
」
と
境

町
の
「
道
の
駅
さ
か
い
」
が
友
好

交
流
協
定
を
結
び
、
令
和
２
年
８

月
に
「
道
の
駅
さ
か
い
」
内
に
国

頭
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
沖

縄
県
国
頭
村
公
設
市
場
」
を
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
道
の

駅
ど
う
し
の
交
流
を
深
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

国
頭
村
長
や
国
頭
村
議
会
議
員

と
境
町
議
会
議
員
の
交
流
の
場
が

持
て
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
更
に

両
町
村
議
会
の
友
好
を
深
め
、
両

町
村
発
展
に
向
け
連
携
し
た
事
業

を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
視
察
に
当
た
り
国
頭

村
関
係
者
の
皆
様
に
熱
心
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
借
り

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国頭漁業協同組合への視察　 国頭村議会との交流会 沖縄物産企業連合への視察

  

沖
縄
県
国
頭
村
視
察
研
修

行政区を通して各戸配布しておりました『境町議会定例会のお知らせ』（一般質問通告内容等）に
ついては、今後ホームページへの掲載をもってご周知させていただきます。ご理解ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

境町議会からのお知らせ
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